
（
挿
絵
・
Ａ
ｚ
ｕ
）

（
挿
絵
・
麦
倉
う
さ
ぎ
）

（挿絵・麦倉うさぎ）

（
挿
絵
・
Ａ
ｚ
ｕ
）

下房桃菴氏

そ
れ
で
も
僕
は
こ
の
町
が
好
き

（
松
徳
学
院
高
校
２
年
）
山
本
真
利
亜

き
ょ
う
は
じ
め
て
の
お
客
さ
ん
で
す

（
三
重
・
津
田
学
園
高
校
１
年
）
井
関
　
ひ
な

お
か
え
り
な
さ
い
ど
こ
行
っ
て
た
の

　

（
三
重
・
津
田
学
園
高
校
１
年
）
中
島
　
海
拓

雨
が
や
む
ま
で
い
っ
し
ょ
に
い
よ
う
よ

（
三
重
・
津
田
学
園
高
校
１
年
）
上
陰
　
琳
音

ぼ
く
も
切
符
を
買
っ
て
み
た
い
な

（
三
重
・
津
田
学
園
高
校
１
年
）
圓
浄
　
結
香

静
か
に
迫
る
秋
の
夕
暮
れ（

松
徳
学
院
高
校
２
年
）
清
水
　
皓
太

タ
ク
シ
ー
の
客
に
ウ
ケ
て
る
出
雲
弁

　
　
　

（
江
津
）
花
田
　
美
昭

新
任
の
教
師
大
き
な
声
を
出
し

　
　
　
　
　

（
松
江
）
田
中
　
堂
太

時
々
は
座
っ
て
み
た
ら
サ
ザ
エ
さ
ん

　
　
　

（
美
郷
）
芦
矢
　
敦
子

あ
の
角
に
白
バ
イ
い
つ
も
隠
れ
て
る

　
　
　

（
松
江
）
大
芦
マ
リ
ン

御
朱
印
の
転
売
を
す
る
罰
当
た
り

　
　
　
　

（
松
江
）
小
谷
由
紀
子

ク
イ
ズ
で
す
私
の
仕
事
な
ん
で
し
ょ
う

　
　

（
美
郷
）
源
　
　
瞳
子

母
の
呼
ぶ
声
思
い
出
す
ご
は
ん
だ
よ

　
　
　

（
松
江
）
花
井
　
寛
子

気
が
つ
け
ば
あ
っ
と
い
う
間
に
古
稀
と
な
り

（
埼
玉
・
所
沢
）
栗
田
　
　
枝

リ
ベ
ン
ジ
に
燃
え
る
兎
は
亀
を
追
い

（
埼
玉
・
越
谷
）
西
村
　
勇
介

築
百
年
天
井
裏
の
運
動
会
　

　
　
　
　
　
　

（
松
江
）
持
田
　
高
行

い
つ
の
間
に
敬
老
会
の
招
待
状
　

　
　
　
　

（
出
雲
）
永
見
　
　
卓

こ
け
て
泣
き
起
き
て
笑
っ
て
生
き
て
い
く

（
広
島
・
福
山
）
福
本
亜
矢
子

う
っ
か
り
と
三
途
の
川
を
渡
り
か
け

　
　
　

（
出
雲
）
行
長
　
好
友

タ
ス
キ
か
け
夢
は
箱
根
の
山
の
神

　
　
　
　

（
松
江
）
佐
々
木
滋
子

体
重
は
増
え
る
減
る
の
は
お
腹
だ
け

（
静
岡
・
三
島
）
鈴
木
　
春
菜

人
生
の
ど
こ
か
で
な
に
か
置
き
忘
れ

　
　
　

（
江
津
）
大
岩
　
郁
夫

■
委
員
長

　
下
房
　
桃
菴

（松
江
市
・
島
根
大
名
誉
教
授
）

■
委
員

　
小
豆
澤
悦
子

（
松
江
市
・
レ
ッ
ツ
連
歌
挿
絵

担
当
）

　
石
川
ア
キ
オ

（
益
田
市
・
嘱
託
職
員
）

　
植
田
　
延
裕

（
松
江
市
・
交
通
局
職
員
）

　
黒
田
　
　
光

（
益
田
市
・
詩
人
）

　
山
﨑
ま
る
む

（松
江
市
・
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

　
要
木
　
木
純

（
松
江
市
・
島
根
大
教
授
）

　

＝
五
十
音
順
、
敬
称
略
＝

　
日
本
古
来
の
歌
の
か
た
ち
「
連

歌
」
を
多
く
の
人
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、
山
陰
中
央
新
報
社
が

創
設
し
た
第
２
回
「
さ
ん
い
ん
ユ

ー
モ
ア
連
歌
大
賞
」
（
後
援
・
島

根
大
「
や
み
つ
く
ば
会
」
）
の
受

賞
作
が
決
ま
っ
た
。
大
賞
は
、
一

般
の
部
課
題
１
で
益
田
市
小
浜
町

の
可
部
章
二
さ
ん
（�
）、
課
題
２

で
、
江
津
市
波
積
町
の
花
田
美
昭

さ
ん
（�
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ

た
。

　
高
校
生
、
高
専
生
に
中
学
生
以

下
を
参
加
対
象
に
加
え
た
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
の
大
賞
は
、
課
題
１
が
、

松
徳
学
院
高
校
（
松
江
市
）
２
年

の
山
本
真
利
亜
さ
ん
、
課
題
２
は

津
田
学
園
高
校
（三
重
県
桑
名
市
）

１
年
の
森
下
結
友
さ
ん
に
そ
れ
ぞ

れ
決
ま
っ
た
。

　
応
募
総
数
は
一
般
の
部
が
８
３

５
句
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
が
１
９
８

句
。
両
部
と
も
１
課
題
に
つ
き
大

賞
１
句
、
優
秀
賞
５
句
を
選
考
。

一
般
の
部
は
佳
作
�
句
も
決
め

た
。
大
賞
に
は
５
千
円
分
、
優
秀

賞
に
は
千
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を

贈
る
。

　
一
般
の
部
、
課
題
１
の
大
賞
は
、

「
一
両
車
」
が
、
前
句
の
「無
人
駅
」

と
重
な
り
、
こ
れ
だ
け
な
ら
ベ
タ
付

け
の
難
を
逃
れ
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

が
、
「
コ
ス
モ
ス
揺
ら
し
」
と
添
え

た
と
こ
ろ
で
、
き
れ
い
な
句
に
な
り

か

れ

ん

ま
し
た
。
巨
大
な
鉄
の
塊
と
可
憐
な

草
花
と
の
対
照
も
、面
白
い
。

　
課
題
２
も
、
前
句
の
「
走

り
ま
わ
っ
て
」と
大
賞
の
「タ

ク
シ
ー
」
と
は
、
そ
れ
ほ
ど

離
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
が
、
こ
れ
も
、
忙
し
く
走
り
ま

わ
る
タ
ク
シ
ー
に
、
お
ん
ぼ
ら
と
し

た
「
出
雲
弁
」
を
添
え
て
、
味
わ
い

深
い
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　
優
秀
賞
で
は
、
課
題
１
の
「
寅
さ

ん
」
「
ト
ト
ロ
」
あ
る
い
は
「
猫
バ

ス
」
や
、
課
題
２
の
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」

の
よ
う
に
、
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る

映
画
や
ア
ニ
メ
を
詠
み
込
ん
だ
名
作

が
目
を
引
き
ま
し
た
。
だ
れ
で
も
知

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
た
と
え
ば
の

話
、
「
寅
さ
ん
は
、
底
抜
け
に
明
る

く
陽
気
な
半
面
、
感
情
の
起
伏
が
激

し
く
怒
り
っ
ぽ
い
。
美
人
に
は
め
っ

ぽ
う
弱
く
…
」
な
ん
て
説
明
を
す
る

必
要
は
、
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

説
明
し
な
く
て
も
読
者
は
分
か
っ
て

く
れ
て
い
る
―
。
短
詩
型
文
学
に
と

っ
て
、
こ
ん
な
に
あ
り
が
た
い
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
技
法
は
、

和
歌
で
い
う
「
本
歌
取
り
」
と
基
本

的
に
同
じ
で
す
。
課
題
２
の
「
御
朱

印
の
転
売
」
の
よ
う
な
時
事
句
の
場

合
も
、
事
情
は
少
し
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。

　
こ
う
い
う
技
法
は
、
み
な
さ
ん
、

よ
く
覚
え
て
お
い
て
来
年
は
き
っ
と

マ
ネ
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
一
説
に
、

「
学
ぶ
」
の
語
源
は
「
マ
ネ
ぶ
」
だ

と
申
し
ま
す
。

　
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
の
大
賞
は
、
課
題

１
は
、
若
者
ら
し
い
元
気
の
よ
さ
、

課
題
２
は
、
他
に
類
を
見
な
い
ユ
ニ

ー
ク
な
発
想
を
、
そ
れ
ぞ
れ
評
価
し

て
選
び
ま
し
た
。

　
た
だ
、ジ
ュ
ニ
ア
全
体
と
し
て
は
、

昨
年
同
様
、
応
募
数
が
極
端
に
少
な

く
、
作
品
に
広
が
り
を
欠
く
、
残
念

な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
来
年
以
降
は
募
集
の
仕
方
も
含
め

て
、
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
ひ
と
つ
救
い
も
あ
り
ま
し

た
。
昨
年
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

で
大
賞
、
優
秀
賞
に
輝
い
た

大
迫
陶
冶
さ
ん
、
鈴
木
春
菜
さ
ん
は
、

め
で
た
く
高
校
を
卒
業
さ
れ
、
今
年

は
一
般
の
部
に
秀
作
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
二
人
に
は
、
ふ
だ

ん
の
「
レ
ッ
ツ
連
歌
」
で
も
、
ぜ
ひ

ご
活
躍
願
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

コ
ス
モ
ス
揺
ら
し
一
両
車
着
く
　
　
　
　
　

（
益
田
）
可
部
　
章
二

寅
さ
ん
追
っ
て
マ
ド
ン
ナ
が
来
て
　
　
　
　

（
松
江
）
加
茂
　
京
子

逆
手
に
取
っ
た
山
村
留
学
　
　
　
　
　
　
　

（
美
郷
）
源
　
　
連
城

ト
ト
ロ
の
家
ま
で
徒
歩
十
五
分
　
　
　
　
　

（
松
江
）
山
﨑
　
け
い

青
空
仰
ぎ
待
つ
は
猫
バ
ス
　
　

（
岐
阜
・
八
百
津
）
細
江
　
隆
一

伝
言
板
に
今
日
は
カ
レ
ー
よ
　
　
　
　
　
　

（
安
来
）
角
森
　
玲
子

別
れ
惜
し
ん
だ
十
八
の
夏
　
　
　
　
　
　
　

（
江
津
）
岡
本
美
津
子

新
幹
線
は
夢
の
ま
た
夢
　
　
　
　
　
　
　
　

（
出
雲
）
吾
郷
　
寿
海

自
転
車
置
き
場
は
ボ
ク
の
専
用
　
　
　
　
　

（
益
田
）
石
田
　
三
章

十
年
ぶ
り
に
村
に
嫁
来
て
　
　
　
　
　
　
　

（
出
雲
）
岩
本
ひ
ろ
こ

人
待
ち
顔
の
放
置
自
転
車
　
　
　
　
　
　
　

（
浜
田
）
勝
田
　
　
艶

山
菜
う
ど
ん
の
店
が
一
軒
　
　
　
　
　
　
　

（
松
江
）
川
津
　
　
蛙

再
生
回
数
百
万
回
超
え
　
　
　
　
　
　
　
　

（
松
江
）
水
野
貴
美
子

う
と
う
と
う
と
と
放
浪
の
画
家
　
　
　

（
出
雲
）
は
な
や
の
お
き
な

さ
す
が
都
会
だ
す
べ
て
Ａ
Ｉ
　
　
　

（
兵
庫
・
神
戸
）
大
迫
　
陶
冶

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
は
こ
こ
で
乗
り
換
え
　

（
出
雲
）
宮
下
　
朱
童

チ
ク
タ
ク
と
長
針
短
針
時
刻
み
　
　
　
　
　
　

（
三
重
・
津
田
学
園
高
校
１
年
）
森
下
　
結
友

全
力
で
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
追
い
か
け
て
　
　
　

（
三
重
・
津
田
学
園
高
校
１
年
）
市
川
湖
々
音

お
父
さ
ん
い
つ
も
お
仕
事
あ
り
が
と
う
　
　
　

（
三
重
・
津
田
学
園
高
校
１
年
）
野
口
　
惠
里

園
児
た
ち
ど
こ
か
ら
来
る
の
そ
の
元
気
　
　
　

（
三
重
・
津
田
学
園
高
校
１
年
）
続
石
こ
よ
い

い
つ
見
て
も
働
い
て
い
る
お
母
さ
ん
　
　
　
　

（
三
重
・
津
田
学
園
高
校
１
年
）
加
藤
　
　
結

シ
ュ
ー
ト
ま
で
み
ん
な
で
つ
な
ぐ
部
活
動
　
　

（
三
重
・
津
田
学
園
高
校
１
年
）
水
谷
　
梨
愛

※
一
部
、
添
削
し
た
句
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　 � 特　集 ����年（令和元年）��月��日（月曜日） （第３種郵便物認可）


